
  

まちづくり 百文字提言 
昨年度ラジオ体操２ヶ月連続皆勤賞   

田村茉由佳（城４） 

 ラジオ体操に行くと、近所の人たちとあいさつし、楽しいお話
ができ、とても楽しいです。早起きはとてもつらいですが、体操
したあと、体全体がすっきりし、さわやかな気持ちになり、元気
がわいてきます。（※注）これからも休まずがんばります。 

      平成２０年８月号 

Ｎｏ．２４５ 
桜木公民館 

     周南市城ヶ丘２－４－２１ 
ＴＥＬ 0834（28）5973 
ＦＡＸ 0834（29）0788 

sakura-ko@city.shunan.yamaguchi.jp 
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７／２２ 子ども囲碁・将棋教室 

 

 
６／２９ 地区バレーボール大会（150 名参加） 

７／２０ 地区インディアカ大会（70 名参加） 

 

バレーボール大会結果 
優勝チーム 
Ａクラス  桜３ 
Ｂクラス  城５ 
Ｃクラス  桜 1 

インディアカ大会結果 
優勝チーム 
Ａコート  平原Ａ 
Ｂコート  城３Ａ 
Ｃコート  城３Ｂ 
Ｄコート  城５ 

 

７
／
５ 

周
陽
中 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

周
陽
中
生
徒
が
、
民
生
委
員
、
児

童
委
員
の
協
力
で
「
１
１
０
番
の

家
」
を
確
認
し
ま
し
た
。 

７
／
８ 

看
板
設
置 

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
の
看

板
を
設
置
し
て
交
通
安
全
を
よ
び

か
け
ま
し
た
。 

交
通
安
全
協
会
桜
木
支
部 

 

 

健
康
づ
く
り
に
は
、
三
つ
の
要
素
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
る
こ
と
が

大
切
で
す
。 

〃
動
き
ま
し
ょ
う
〄 

・
毎
日
、
体
を
動
か
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。
体
力
に
あ
っ
た
運
動

を
適
度
に
し
ま
し
ょ
う
。 

・
心
を
動
か
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。 

〃
摂
り
ま
し
ょ
う
〄 

・
三
度
の
食
事
を
摂
っ
て
お
ら
れ
ま
す
か
。
多
く
の
食
品
を
、
美

味
し
く
摂
り
ま
し
ょ
う
。 

・
新
し
い
情
報
を
摂
り
入
れ
て
お
ら
れ
ま
す
か
。 

〃
休
み
ま
し
ょ
う
〄 

・
睡
眠
は
十
分
と
っ
て
お
ら
れ
ま
す
か
。
休
息
を
と
り
、
疲
労
を

回
復
し
ま
し
ょ
う
。 

・
頭
を
休
め
、
心
を
静
め
て
お
ら
れ
ま
す
か
。 

 

ラジオ体操などの軽い運動で疲れを

とります。（積極的休息） 

動くのをやめて疲れをとります 

（消極的休息） 
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運
営
委
員
さ
ん
に
よ
る 

《
リ
レ
ー
方
式
》 

 

花
柳
渚
沙
也
（
岩
本
悦
子
）
先
生
の
丁
寧

な
ご
指
導
を
頂
い
て
、
４
月
よ
り
桜
木
日
舞

教
室
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

初
め
て
舞
扇
子
を
手
に
し
た
新
人
さ
ん
も

着
物
の
着
付
、
帯
の
結
び
方
も
教
室
に
来
ら

れ
る
度
に
き
れ
い
に
着
こ
な
し
て
来
ら
れ
ま

す
。 古

典
・
端
唄
・
歌
謡
舞
踊
等
曲
の
流
れ
の

異
な
っ
た
音
楽
（
音
感
）
リ
ズ
ム
と
共
に
身

体
（
身
ぶ
り
手
ぶ
り
）
全
体
を
動
か
し
日
本

舞
踊
と
言
う
高
所
な
言
葉
を
横
に
お
い
て
脳

の
活
性
化
だ
と
思
い
描
き
な
が
ら
一
振
づ
つ

覚
え
て
い
く
喜
び
を
味
わ
っ
て
み
て
は
如
何

で
し
ょ
う
か
。 

是
非
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。 

（ 

運
営
委
員 

三
春 

元
子 

） 

 

※
講
座
開
催
日 

毎
週
水
曜
日 

 

１３
時
３０
分
～
１５
時
３０
分 

 

今
回
は
、
間
も
な
く
迎
え
る
台
風
の
シ
ー
ズ

ン
に
そ
な
え
、「
災
害
時
指
定
避
難
所
」
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。 

桜
木
地
区
の
指
定
避
難
所
は
「
桜
木
公
民

館
」、「
桜
木
小
学
校
」、「
徳
山
大
学
」
の
三
か

所
で
す
が
、
台
風
な
ど
で
自
主
避
難
す
る
場
合

は
、
主
と
し
て
公
民
館
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

桜
木
地
区
自
主
防
災
協
議
会
で
は
災
害
時
、

必
要
に
応
じ
て
公
民
館
に
「
桜
木
地
区
災
害
対

策
本
部
」
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
防
災
関
係
機
関
や
各
自
治
会
、
地

区
社
協
、
民
児
協
等
各
種
団
体
と
連
携
し
て
支

援
が
行
え
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。 

自
主
避
難
す
る
場
合
又
は
、
避
難
に
つ
い
て

の
ご
相
談
は
、
桜
木
公
民
館
又
は
周
南
市
総
務

課
ま
ち
防
災
室
（
２
２
―
８
２
０
８
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

自
主
防
災
協
議
会
で
は
地
域
住
民
の
方
々

が
安
心
し
て
避
難
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
出

来
る
限
り
の
対
策
を
考
え
て
お
り
ま
す
。 
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《 

俳
句
コ
ー
ナ
ー 

》 

・不
揃
い
の 

胡
瓜
ば
か
り
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

糠
に
漬
け 
 

・草
む
し
り 

風
を
探
し
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
息
す 

・茄
子
の
葉
の 

色
見
極
め
て 

 
 

追
肥
播
く 

・炎
昼
に 

ボ
ー
ル
追
ふ
子
や 

 

声
か
す
れ 

・こ
え
ご
え
の 

波
に
弾
け
て 

 
 

海
開
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（一
洋
） 

【 

雑
記
帳 

】 
 

 

山
口
県
は
２
週
間
早
く
梅
雨
が
明
け
、
以
来
、
猛
暑
、

猛
暑
の
毎
日
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
水
遊
び
に
ド
ッ
プ

リ
漬
か
り
、
解
放
感
を
心
ゆ
く
ま
で
堪
能
し
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。 

今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
６
月
に
入
る
と
プ
ー
ル
で
水
泳

学
習
が
始
ま
り
、
中
学
年
で
殆
ど
の
子
ど
も
が
２５
ｍ
の

プ
ー
ル
を
泳
ぎ
き
る
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。
そ
し
て
、
学

年
が
進
む
に
連
れ
て
各
種
の
泳
法
を
習
得
し
、
距
離
や
速

さ
を
伸
ば
し
て
い
き
ま
す
。 

プ
ー
ル
の
な
い
時
代
は
、
近
く
の
海
や
川
で
水
泳
教
室

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
泳
法
よ
り
も
「
生

き
た
水
で
の
身
の
守
り
方
」
が
、
指
導
の
最
重
点
事
項
で

し
た
。
毎
年
繰
り
返
さ
れ
る
水
泳
教
室
で
、「
生
き
た
水

を
制
す
る
」
知
識
と
技
が
子
ど
も
た
ち
の
心
と
体
に
宿
っ

て
い
っ
た
も
の
で
す
。 

        
 

   

 

 

周
囲
が
海
で
囲
ま
れ
て
い
る
我
が
国
で
、
海
や
川
で
の

遊
び
場
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
き
た
水
へ
の
対
処
の
仕

方
は
、
も
う
必
要
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

  さくらぎカレンダー  
 
３日（日） 山口県知事選挙 

６日（水） 夏休み子ども教室《料理教室》 

７日（木） 夏休み子ども教室《工作教室》 

１４日（火）・１５（金）  

       桜木公民館事務室お盆休み 

１８日（月） 向道湖福祉農園作業［老連］ 

 

グリーンフェンスの設置 
 

少し遅れてのスタートとなりましたが、今問題視
されている地球温暖化の一防止策として、グリーン
フェンス（緑のカーテン）を設置してみました。講
座生等の協力を頂き苗集めもできて、やっと苗が伸
び始めたところです。風船かずら・ルコウソウ・千
成ひょうたん・朝顔など、色々とつるものを登らせ
るようにしてみました。設置場所は公民館の建物と
駐車場の間です。ぜひご覧いただきアドバイスを頂
きたいと思っています。 

第一話 階段に手摺りが設置されました。 

公民館の西側駐車場方面から来られる方

の最大の難所であった階段に手摺りを設置

しました。「いらっしゃ～ィ」 

第二話 調理室のひび割れガラスが 

入れ替えられました。 

   体振の夜の会議の翌日のことです。調理室

のひび割れた一枚ガラスが、同じ柄のすりガ

ラスと入れ替えてありました。「ついでにや

っといた～ッ」とおっしゃいました。 

第三話 梅雨の大雨でえぐられた道が 

土嚢で復元されました。 

とおの山登山道の平原口付近が大雨によ

って土砂が流失し、歩き難い程の破損状態で

した。とおの山愛好家には、山の痛みを見逃

せず、応急処置となりました。 

「土嚢の中は、最高の真砂で～ス」 

～
海
や
川
の
「
生
き
た
水
」
と
は
～ 

・
水
の
色
が
変
化
し
ま
す
。 

水
深
、
底
の
状
態
、
太
陽
光
線
な
ど
で
透
明
・
青
・

緑
な
ど
様
々
な
色
に
な
り
ま
す
。 

・
水
温
が
変
化
し
ま
す
。 

 
 

海
岸
は
水
温
が
高
く
、
沖
に
出
て
海
水
の
流
れ
に

入
る
と
急
に
水
温
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

・
流
れ
や
勢
い
が
変
化
し
ま
す
。 

 
 

う
ね
り
や
三
角
の
波
、
沖
に
向
か
っ
て
流
れ
る
離

岸
流
、
海
面
と
海
底
等
、
複
雑
に
変
化
し
ま
す
。 

・
音
、
水
深
、
地
形
が
変
化
し
ま
す
。 

 
 

河
や
海
は
、
場
所
ご
と
に
全
て
違
い
ま
す
。 


